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　　　　　　　　 Creating　a　Non −Che血 cal 　Environment
− Capturing　pests　using 　a　UV 　lamp　installed　with 　a　thermal ・instrument−

　　Yongping　Huang ，　Masahiro　Hori （Yokohama 　Nationa1 　University）

　 To　create 　a　non −chemical 　or　low−toxic　chemical 　environment 　is　highly　expected 　nowadays 　with 　the 　increasing

demand　for　be杭er　living　ch℃ umsta 皿ces ．　In　order 　to　meet 　tllis　domand
，
　we 　have　developod　an 　UV 　lamp　installed

with 　a 出 ermal 　instrument　to　replace 甘aditional 　s廿ck 　tape
，
　organi 。　cGmp 。   ds

，
　or　high　elec 面 c　pressure　pest

collecting 　devices．　 Compared　with 　traditional　 methods
，
　 the　 new 　equipment 　demonstrated　 higher　collection

capacity 　and 　easy 　maintenance 、　When 　the　temperaUre 　was 　maintained 　over　55℃ （and 　Iower　than　60℃ for　safety

reasons ），　flying　lnsects　were 　killed　within 　a　few　mi 皿utes ．　Because　of 　the　higher　temperature ，　the　insects　captured

could 　be　kept　as　long　as　a 　few　months 　without 　decomposing，　The　e出 clency 　of　the　equipment 　in　collecting 　insects

is　also 　discussed．

1．緒言

　 生活 の 場に お い ても安全 で
’
庚適な環境が 求め られ

て 久しい が、有害虫対策として の 殺 虫剤、忌避 剤などの

使用 は 例え効能 があっ たとして も、化学物 質過敏 症 や

発 ガ ン 性 な どヒトに 対 する影響が無視で きな い 場合も少

なくない
。 この ために低毒性化や閉鎖系で の 利用なども

行 われ てい るが、ここで は吸入性の 化 学物 質を使 用し

な い 有害虫対 策を検討 した 。 多くの 有害虫 は光向性 を

持ち、これ までもUV ラン プ誘引法は殺 虫剤 、 高電圧、

粘着テ
ープと組み 合わされて捕獲の ため に用い られて

きた 。 しかしなが ら、これ らの 方法は 、殺 虫 には有効 な

手段で は ある が、それぞ れ 、ヒ トに対する影 響、高電 圧

の 危険 、死 骸の飛散、粘着テ
ー

プ の 捕獲能の 低 下と視

覚的な不衛生さの 点で 問題 があっ た。一方、物理的な

方 法として は長波 長側 の 光源 の 利 用 、昆 虫が忌 避 する

電磁波の利用などの 方 法があるが 、 有効性 は小 さい
。 こ

こ で は、誘引後の捕獲殺虫に温熱 を用い る害 虫除去 シ

ス テ ムを開発 した。以下そ の 概 要で あ る。

2．実験方法

2，1 供 試害虫

　 飛 翔 有 害 昆 虫とし て 、オ オ タ バ コ （Heliothis

anmlgera ）、イエ バ エ （Mosca　do／nestica ）、Diamondback

moth （Plutella　xy ／ostella）、と蚊 （Aedes 　aegyptl ）、非飛

翔害 虫 の チ ャバ ネゴ キ ブ リ（B／attel ／a　germanica ）を用 い

た。これ らは 、25 ± 1℃ ；湿 度 60 ％ ；光周 期 15 ；9 （光 ；

暗 ）条件で 飼 育された 。

2．2 実験方法

　 致死温度 二各 種 の 虫 20 匹をプラス チ ッ クカ ップ （250

ml ）それ ぞれ入れ 、 ガ
ー

ゼ で カッ プを覆 っ た 。 予め定 温

に し た外側か ら監視で きる温度制御型オーブ ン に各カ

ッ プ を入れて か ら、全て の 害虫が死 に 至 るまで の 時間を

計測 した。試験 は 同じ温度で三 回繰り返 し行 っ た 。

　 誘 引効率に 対する熱の 影響 ：半密 閉空 間に粘着テ

ープとラン プ （6W ）を用 い る装置を2 っ 用 い 、
一

方を発

熱部を冷却水を循環 させ た ビニ
ール 管で巻い て害虫 の

誘 引効率を比較した。

装置 ：ス リッ ト（8 × 40mm ）を持 っ プラス チ ッ ク容 器（3L）内

に ヒーター（5．2W ）とラン プ （6W ；365nm ）を装着したもの。

内部空間温 度 （45 〜51 ℃ ）、発熱 部 （約 60℃ 〉。

保存試験 ：本装置で捕らえられ た の と同 じ加 熱条件で

1週 間放置 し、以後 夏期 の 室 内環 境で放置 、死 骸か ら

の 臭 い を嗅覚に よっ て モ ニ ターした 。
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　 実 証試験 ：チ ャ ン バ ー（4m3 ）やフ ィ
ール ドで 、本装

置を用 い 、誘 引・捕獲実験を行 っ た。

3．実験結果・考察

3．ユ．致 死温度

42 ℃ か ら60 ℃まで の 各 虫 の 致死温 度を Fig，1 に 示 し

た。個体差の 問題は 20 匹全部の 死亡を観察 することに

よっ て 対応し た、42 ℃で は蚊は 8分で 全部死 んだ が、

蝿 は 8時間以 上 生き残る 。 他 の 三 種類 、ゴ キ ブリ、オ オ

タバ コ とデア モ ン ド蛾の 生き残る 時 間はそれぞれ 4 、6、

1．5時間で ある 。
50 ℃ で は蝿以 外 の 4 種 は 、5分 以 上存

在す るこ とが でず 、55 ℃ で は 5種類全部30 秒以内に死

亡 した c この 結果か ら、ラン プ周辺 の 温度を50〜55 ℃

に 設 定するの が最も効率的あるとい える。

40 〔，

300

OO2詈冖
三
ト

lo（，

一
方 、フ ィ

ー
ル ド試験 （30℃）で 本 法 を従来 の 粘着

テ ープ法と比 較 し た結果 を Table　l に示す 1、 両者 の

捕 獲率 に ほ と ん ど差が ない ，捕獲 した害虫 の 種類に

つ い て は蚊類 、蛾類 、蜂類 な ど種類 い る が 、蚊 類害

虫 が 50％ 前後占め る こ と が あ っ た 。 環境温度 30℃

に お い て 加熱 （捕獲部平均表面温度 1 ；35〜38℃ ）

は捕虫効果にほ とん ど影響 を与 えな か っ たが 、よ り

低 い 気 温 下 で の 影響は検討 中 で あ る．。

Table　1．　 The　comparison 　of　the　capture

efficiency 　between 　｝amp 　with 　heater　and 　sticky

tape．

Apparatus Insects　captured

Le　 Ho　　 Co　　 Di 　　Hy ）（

〔｝

　 　 42 　　　　45 　　　　47　　　　5〔｝　　　 55　　　　60
　　 　 　 　 　Tetnperature（

°
C ）

　 Fig．璽．The　existance 　time　ofinsGot 　at　various

　 　 　 　 　 　 temp じ raturo

　最も小 さい 蚊は低 い 温度 にお い て 死 ん だが、オ オ

タバ コ よ り小 さい 蝿は 50℃ に お い て も長 時間 生 き

残 っ た。害 虫体の 大きさは 必 ず しも致死 温度 と関係

が な い とい える、こ れ は 蝿は 蝋で体表面 が覆われて

い る ため に体水 が 失 われ に くい た め と も考え られ る

が 、酵素の熱硬化 な どの 生理 的要因 なども考慮 し な

けれ ばな らな い ．，

3 ．2 ，ヒ
ー

タ
ーを備えたラ ン プの 捕獲効率

　チ ャ ン バ
ー内で 2 時間 の 4 種類 の 飛翔害虫 （各 30

匹 ）の 捕 獲効率 は 50〜70％ で 高 い と い え る。

TottH［eater　 1213287748

　 Tape　l69　8　　　1　　　73　　4　　　52　　 1　，5　13

　 Control　 41310210

　 Le：Le｝盟 optera ；　 Ho ：Homoptera ；　 e ・
：

Coleoptera；　 Di：Diptera； Hy ：Hymen 〔｝ptera ； 0 ：

Oth◎nntrol ：“」ithout・both　ofheater 　andtape ，

3 ，3 ．捕獲 した害 虫 の 保存と腐敗 テ ス ト

　 誘 引 ラ ン プ と同 じ条件下 で放置 され た （温度 、

湿度） 5 種類 の 害虫は 3 ヶ 月 間は腐敗 しなか っ た 、

こ の こ と は ひ と夏、装置の 清掃を行 わ な くて 済む こ

とを示 して い る Lt

4 ．ま と め

　 こ の 結果 、本 装置 が 生活 環 境や オ フ ィ ス に 飛 来

する 有害昆 虫を化学物 質を使 用 せ ず に コ ン トロ
ー

ル

す る た め に 有効で ある こ と が明 ら か に な っ た，

　本 研 究 を進め るにあ た り朝 日技研 の 石 坂悟氏 の 助

言 と楊建 萍 、塚原弘 泰氏 の 協力を得た ，記 して 感謝

す る 。
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